
秋を感じてみよう！

◎振り返り

朝夕、涼しくなり日中も園庭で過ごすことが心地よくなってきました。ばら組では、集まりや保育のなかで、
季節折々を感じることができるように、日頃から、季節の歌を歌ったり、手遊びをしたり、絵本を読み聞かせ
しています。今月は『どんぐりころころ』『まつぼっくり』『大きなくりの木の下で』などの曲を歌っていま
す。どんぐりやまつぼっくりのイメージが少しでももてるように絵本を読んだり、図鑑を見たり、実際に触っ
て、遊びました。触れて遊ぶことで、転がしてみたり、空き容器やままごとの玩具を用意することで、指先を
使って容器に入れたり、ごちそうに見立てたりする姿ありました。見るだけでなく、自然物に触れ、自然物を
使って遊ぶと五感も豊かになると思い、子ども達と園庭に出る時もその日の天気や風や匂いを感じたりできる
ように言葉かけをしたり、子ども達の感じていることやつぶやきに答えるようにしています。最近では、桜の
木の落ち葉を拾って、お皿に入れてみたり、砂と落ち葉を混ぜて、ごちそう作りをしており、乾いた葉っぱを
手で崩すとパリパリになることにも気づいて、感触や音を楽しむ姿も見られています。これから、秋が深まっ
てくるので、子ども達と身近な自然を見つけて、どんどん自然を感じていきながら保育をしていきたいです。

（健康な心と体、自然との関わり・生命保持、豊かな感性と表現）

作成日 R5.10・21
対象児 1歳児ばら組
作成者 山川真紀〇保育者と一緒に秋の自然を見つけたり、触れたりすることを楽しむ。
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